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購入オーダーのD2S連携の改修1

 D2S側で同一部番互換による変更時、紐付け数が切れないように改修致しました。

部品番号Aから部品番号Aと同一部番に変更となった場合、紐付け数は0にならずに元の行の紐付け数のまま保持されます。

※部品番号Aから部品番号Bと部品番号が変更となった場合は従来通り紐付け数は０となります。

また、D2Sの設定により部品番号A→部品番号B→部品番号Aと間に違う部品番号が設定されている場合も紐付け数は0となりますので、

ご注意ください。
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購入オーダーのD2S連携の改修2

 永年計画・供給不可など、D2Sで拒否設定がされている部品番号は自動でキャンセルに変更されます。

これまでは、D2Sで永年計画・供給不可等に設定されている部品番号は、FORCE側の購入オーダーの状況は「作成中」のままとなっており

ましたが、D2S側からキャンセル理由を受信した際に自動でキャンセルに変更されるように改修しました。

※この場合、紐付け数は0となって紐付けが解除されますのでご注意ください。

永年計画・供給不可等に設定されている部番の出荷を依頼する際は厚木窓口に出荷可否を確認し、出荷可能な場合は該当の購入

オーダー番号の拒否設定を解除してもらうことで、FORCE側のキャンセルも解除となり、D2S出荷情報の連携が可能となります。

※拒否設定解除は紐付け数は元に戻りませんのでご注意ください。

2021/04/24改修内容

2



Daimler Trucks Asia

内容 コメント

購入オーダーのD2S連携の改修3

 補充発注対象外フラグが追加されました。

これまでは、部品番号Aが常備設定されていて、D2S側の互換設定により部品番号Bに変更出荷された部品については、部品番号Aが補

充されない為、部品番号Aの常備設定を解除しない限り毎日補充発注オーダーが作成され部品番号Bが納品され続ける状態でした。

今回の改修により、補充発注オーダーが部品番号Aから部品番号Bに変更となった場合、在庫マスターの「補充除外フラグ」がYに変更され、

補充発注作成時にこの部品番号は除外されます。

D2S側で互換が解除され、再度補充発注対象に含める場合は、在庫画面から除外フラグを外して頂く事で発注対象となります。

※在庫一覧画面でも補充除外フラグを確認できますが、変更は在庫画面でのみ行う事ができます。
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MAX/MINが設定されていても補充除外フ
ラグがYだと補充発注オーダーが作成さ
れません
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購入オーダーのD2S連携の改修4

 販売オーダー/社内オーダー/経費オーダーの明細行に「POキャンセル理由」が追加されました。

各オーダーから紐付いて購入オーダーが作成されD2Sに登録後、永年計画・供給不可等の拒否設定により、購入オーダーがキャンセルと

なった場合、購入オーダーが紐付いている親オーダーの明細行に「POキャンセル理由」が表示されるようになりました。

「POキャンセル理由」が表示されている場合は、重複発注防止の為の確認項目として参照ください。

部品の供給可否の詳細については厚木担当窓口にお問い合わせください。供給可となった場合は、「購入オーダーのD2S連携の改修2」を

参照ください。

「POキャンセル理由」が「代替部品拒否」と表示されている場合は、部品番号が互換部品に変更されて厚木出荷されます。

購入オーダーを開き部品番号を確認して、出荷部品番号にて新たなオーダーを作成ください。
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ヒント
初期表示は明細行右端に表示されておりますので、ご
自身の確認しやすい箇所に移動しておくのがオススメで
す。
例:発注数の隣


